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安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

近
年
、
社
会
経
済
情
勢
等
を
背
景
に
新
し
い
形
態
の
犯
罪
が
発
生
し
、
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

身
近
な
犯
罪
と
し
て
は
、「
空
き
巣
」
な
ど
の
侵
入
犯
罪
や
、「
ひ
っ
た
く
り
」「
車
上
狙
い
」
な
ど
の
街
頭
犯
罪
、
子
ど
も
に

対
す
る
犯
罪
が
市
内
で
も
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
市
が
実
施
し
た
「
市
民
満
足
度
調
査
」
に
よ
る
と
、
防
犯
対
策
充
実
へ
の
関
心
が
高
い
結
果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
に
お
き
ま
し
て
は
平
成
16
年
度
に
は
、
犯
罪
の
多
発
化
に
対
応
し
た
総
合
的
防
犯
対
策
と
し
て
「
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
新
た
に
展
開
す
る
こ
と
と
し
、
新
規
事
業
の
実
施
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
区
の
自
治
会
や
地
区
自
治
会
連
合
会
等
に
お
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識
や
自
警
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
中
央
地
区
、
大
野
北
地
区
、
上
溝
地
区
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

効
果
的
な
防
犯
対
策
に
は
、
行
政
と
の
連
携
を
一
層
密
接
に
す
る
こ
と
の
他
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
参
加
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（大野北地区）

大野北地区の自治会法人山王自治会（佐藤正明会長）では、毎年師走の1週間

程、歳末特別警戒を行っています。期間中は役員が防犯広報車で地域を巡回し、

防犯強化を呼びかけています。最近、不審者や空き巣などが各地で多発していま

すが、「普段も何か事件があれば広報車を出し、皆さんに注意をお願いしていま

す」と会長。広報活動を中心とした防犯意識の啓発に活発に取り組んでいます。

上溝地区防犯協会(小正常良会長)では、年末年始特別警戒の一環とし

て、昨年12月25日 の午後1時30分から2時30分まで、上溝駅前や横

浜銀行上溝支店前などで防犯キャンペーン活動を行いました。当日は役

員等14名が、約500枚の防犯チラシや防犯カレンダーを配布し、防犯意

識の高揚を図りました。

（中央地区）

中央地区の相生3丁目自治会(松田宏会長)では、頻発する盗難等の被害を受けないよう、「女性や子どもでも安

心して歩け、盗難事件等が少ない街」を目指し、行政に頼るだけでなく、できることは自分たちでやろうと決

意、活動を効果的に行うため、隣接する相生町・相生4丁目・栄・弥栄・高根2丁目・松が丘を含めた7自治会

で協力し、定期的に防犯パトロールを行う事にしました。これにより発足したパトロール隊「ジョイント・サー

ティ」(飛澤大山隊長)は、1月17日 、雪の降る中、初めてのパトロールを行いました。当日は、女性3人を含

む住民19人、活動に協力を得ている犯罪防止活動に努めるＮＰＯ法人「日本ガーディアン・エンジェルス」7

人、警察官などを含む32人が参加し、2班に分かれて地域内のパトロールを行いました。

この防犯パトロールは、地域に根付き、犯罪抑止につなげるために、今後も定期的に行うこととしています。
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地域市政懇談会
平成15年度 地区別議題

平
成
15
年
度
の
相
模
原
市
自
治
会
活
動
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式
が
、
平
成

16
年
2
月
14
日

に
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
心
か
よ
い
あ
う
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
住

民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
し
た
方
に
相
模
原
市
が
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
、

今
年
度
は
48
名
の
方
が
市
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。
受
賞
者
は

次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た 

大　沢
（9）

東　林
（8）

大野中
（10）

田　名
（9）

相武台
（4）

光が丘
（2）

地　区

地　区

橋　本
（4）

横　山
（4）

麻　溝
（10）

相模台
（3）

大野北
（8）

星が丘
（3）

上　溝
（4）

中　央
（4）

小　山
（6）

新　磯
（6）

清　新
（4）

大野南
（5）

合　計

各地区自治会連合会と市との共催で行われる「地域市政懇談会」が昨年8月

から11月にかけて開催されましたので、各地区の議題をお知らせします。

なお、本年度は、「市町村合併について」が市からの議題としてありました。

地区名の（ ）内は議題数
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3
月
に
も
な
り
ま
す
と
、
寒
さ
も

和
ら
ぎ
春
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
間
も
な
く
お
彼
岸
の
季

節
を
迎
え
ま
す
。
皆
様
方
の
お
宅
で

も
「
そ
ろ
そ
ろ
お
彼
岸
で
す
ね
。
お

墓
参
り
に
で
も
行
き
ま
し
ょ
う
か
」

な
ど
と
い
う
会
話
が
、
日
常
の
生
活

の
中
で
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
昔
か
ら
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま

で
」、「
春
彼
岸
悟
り
の
種
を
播
く
日

か
な
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
お
彼

岸
は
日
本
人
の
生
活
の
中
に
浸
透
し

て
い
る
仏
教
に
由
来
す
る
年
中
行
事

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
彼
岸
は
、
春
分
・
秋
分
の
日
を

中
日
（
ち
ゅ
う
に
ち
）
と
し
、
前
後

3
日
間
を
彼
岸
会
（
ひ
が
ん
え
）
と

称
し
、
心
身
を
整
え
清
浄
に
過
ご
す

と
い
う
、
精
神
修
養
の
期
間
で
す
。

国
民
の
祝
日
と
な
っ
て
い
る
中
日
は
、

太
陽
が
真
東
よ
り
上
り
、
真
西
に
沈

む
昼
夜
の
長
さ
が
等
し
く
な
る
日
で
、

中
道
（
ち
ゅ
う
ど
う
）
と
か
平
等
を

尊
び
、
西
方
に
沈
む
日
輪
を
拝
し
、

日
々
の
行
い
を
正
し
反
省
を
す
る
日

で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
行
事
は
、
遠
く
奈
良
時
代
に
、

聖
徳
太
子
が
摂
政
の
と
き
に
始
め
ら

れ
た
も
の
と
言
わ
れ
、
仏
教
を
信
仰

す
る
他
の
国
に
は
な
く
、
日
本
固
有

の
行
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
日
本
の
気
候
や
風
土
、
日
本
人

の
持
つ
篤
い
祖
先
崇
拝
と
い
う
も
の

が
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
か
ら
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
条
件
が
重

な
っ
て
、
彼
岸
会
と
い
う
行
事
が
盛

ん
に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

彼
岸
会
の
意
味
と
は
、
現
実
の
世

界
を
此
岸
（
し
が
ん
）、
煩
悩
を
取
り

払
っ
た
悟
り
の
世
界
を
彼
岸
と
し
、

そ
の
彼
岸
に
到
達
す
る
た
め
の
実
践

修
養
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
わ

た
だ
し
い
日
々
の
生
活
の
中
で
、
や

や
も
す
る
と
忘
れ
て
し
ま
う
、
人
と

し
て
の
正
し
い
行
い
を
思
い
起
こ
し
、

実
践
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

7
月
・
8
月
は
、
も
う
一
つ
の
仏

教
に
由
来
す
る
行
事
で
あ
る
、
お
盆

が
あ
り
ま
す
。「
盆
と
正
月
が
一
緒
に

来
た
よ
う
な
」
と
か
「
地
獄
の
釜
の

ふ
た
が
あ
く
日
」
な
ど
と
た
と
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
日
本
人
の
心
に
定
着

し
て
お
り
ま
す
。

お
盆
は
、「
盂
蘭
盆
（
う
ら
ぼ
ん
）」

と
い
い
、
梵
語
の
ウ
ラ
ン
バ
ナ
を
音

訳
し
た
も
の
で
、
意
味
は
「
逆
さ
ま

に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
苦
し
み
」
と
い

う
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
苦
し
み
か

ら
先
祖
を
救
う
た
め
の
供
養
が
お
盆

の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
は
な

き
父
母
や
先
祖
へ
の
報
恩
感
謝
の
日

で
あ
り
、
ご
先
祖
様
が
里
帰
り
す
る

日
で
も
あ
り
ま
す
。

お
盆
の
行
事
は
、
13
日
に
迎
え
火

を
た
き
、
し
つ
ら
え
た
精
霊
棚
（
し

ょ
う
れ
い
だ
な
）
に
ご
先
祖
様
を
迎

え
、
野
菜
や
果
物
を
供
え
供
養
を
し

ま
す
。
茄
子
の
牛
や
胡
瓜
の
馬
は
精

霊
の
乗
り
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
十

分
に
供
養
し
た
後
、
16
日
の
夕
刻
に

は
先
祖
を
送
り
ま
す
。
こ
の
時
、
先

祖
が
道
に
迷
わ
ぬ
よ
う
帰
り
道
を
照

ら
す
た
め
に
焚
く
の
が
送
り
火
で
す
。

精
霊
流
し
、
燈
篭
流
し
、
大
文
字
焼
、

精
霊
船
な
ど
は
送
り
火
の
大
き
な
行

事
で
す
。

お
盆
中
や
そ
の
前
後
は
各
地
で
盛

ん
に
盆
踊
り
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

盆
踊
り
は
、
念
仏
踊
り
を
日
本
中
に

広
め
た
空
也
上
人
、
相
模
原
に
も
縁

の
あ
る
一
遍
上
人
な
ど
に
よ
り
始
め

ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
祖

霊
を
鎮
め
送
る
こ
と
を
願
っ
て
踊
ら

れ
た
も
の
で
、
普
通
は
輪
に
な
っ
て

踊
り
ま
す
が
、
列
を
作
っ
て
踊
る
も

の
に
、
阿
波
踊
り
や
富
山
八
尾
の
風

の
盆
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

各
地
に
伝
え
ら
れ
る
お
盆
の
行
事

は
、
そ
れ
ぞ
れ
土
地
の
風
習
な
ど
で

様
々
で
す
が
、
迎
え
火
、
精
霊
棚
、

送
り
火
、
盆
踊
り
な
ど
は
素
晴
ら
し

い
伝
統
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子

孫
へ
も
継
承
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。年

に
一
度
の
お
盆
の
時
節
、
お
迎

え
し
た
先
祖
へ
の
孝
養
の
心
を
崇
め
、

父
母
か
ら
注
が
れ
た
慈
悲
の
心
を
忘

れ
ず
日
々
を
過
ご
す
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
文
責
　
宮
　
　
直
道
）

お
彼
岸
と
お
盆 

暮
ら
し
の
知
識 

写真左から
平井勝君、吉田勝監督、中村美里さん

平成15年度コミュニティ助成事業購入品目一覧
「コミュニティ助成事業」とは、宝くじの普及・広報を図るための事業費を財源として、財

団法人自治総合センターが地域住民のコミュニティ組織等へ助成を行う制度です。各地区連へ
は３年ごとに助成を行ってきています。

品　　　　目 物　品　名　及　び 仕　様 数量 地区名
お祭りやぐら 組立式2間×2間 1 清　　　新
MSシュレッダー 明光商会MS－F1 1
パナソニックICレコーダー RR－US520－S 1
音声入力ソフト アスキードラゴンスピーチセレクト7 1

横　　　山
MDラジカセ パナソニックRX－MDX80－H(カセット付） 1
デジタルカメラ パナソニックDMC－FZ1 1
SDメモリーカード 128MB 1
キャノンスキャナー CanoScan 5000F 1
富士通ノートパソコン FMV－BIBLO FMVNB19D 1
エプソンプリンター PM－3700C 1
オリンパスデジタルカメラ CAMEDIA C－740Z 1 大　野　南
キャノンカメラ EOS Kiss5  EF28-90ｍｍF4-5.6USM付 1
PCカードアダプター オリンパスMAPC10 1
富士通パソコン FMV－DESKPOWER FMVC24SDM 1
富士通FDドライブユニット FDDユニット（USB） 1
SONY デジタルカメラ Cyber－shot DSC－P8 1

大　　　沢
SONYメモリースティック MSA－64AN 1
エプソンプリンター PM－3700C 1
エルコムOAタップ T－Y05 1
富士通ノートパソコン FMV－BIBLO  FMVNB19D 1
オリンパスデジタルカメラ X－200 1 田　　　名
スキャナープリンター INVENT PSC1210 1
富士通ノートパソコン FMV－BIBLO FMVNB19D 1
エプソンプリンター PM－980C 1

相　武　台
ニコンデジタルカメラ COOLPIX 3100 1
ニコンカメラ F80S AFズームニッコール28-80ｍｍF3.3-5.6G 1
MSシュレッダー 明光商会122MA 1
パナソニックICレコーダー RR－US520－S 1
音声入力ソフト アスキードラゴンスピーチ セレクト7 1
MDラジカセ パナソニックRX－MDX80－H(カセット付） 1

市 自 治 会
デジタルカメラ パナソニックDMC－FZ1 1

連　合　会
デジタルカメラ パナソニックDMC－F1－S 1
SDメモリーカード 128MB 1
キャノンスキャナー CanoScan 5000F 1
キャノンプリンター PIXUS 850i 1
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東
林
間
自
治
会
長 

自
治
会
法
人 木

俣
　
壽
保 

No.32

『
東
林
間
都
市
駅
』 

（
現
・
東
林
間
駅
） 

（
現
･
東
林
間
駅
＝
昭
和
16
年
に

改
称
）
が
開
設
さ
れ
た
。

こ
の
と
き
は
、
現
在
の
相
模
大

野
駅
は
線
路
の
分
岐
の
為
の
信
号

所
で
あ
り
新
原
町
田
駅
（
現
・
町

田
駅
＝
昭
和
51
年
に
改
称
）
の
次

が
東
林
間
都
市
駅
で
あ
っ
た
。

新
宿
駅
か
ら
東
林
間
駅
ま
で
の

運
賃
は
、
大
人
64
銭
（
現
在
400
円
）、

町
田
駅
か
ら
東
林
間
駅
ま
で
は
大

人
５
銭
（
現
在
130
円
）
で
あ
っ
た
。

開
通
当
時
の
東
林
間
は
10
戸
そ

こ
そ
こ
の
過
疎
地
で
あ
っ
た
の

で
、
小
田
急
で
は
成
田
の
宗
吾
分

霊
堂
を
作
っ
た
り
し
て
人
寄

せ
に
努
め
、
昭
和
７
年
の
入

仏
式
の
日
に
は
１
万
５
千
人

も
の
人
出
が
あ
っ
た
と
言
う

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
ゴ

タ
ゴ
タ
が
あ
っ
て
、
間
も
な

く
取
り
壊
し
の
破
目
に
陥
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
戦
時
中
に
は
戦
時

体
制
が
敷
か
れ
、
閉
鎖
さ
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
地
元
の
名
士
た
ち

が
、
戦
時
中
に
小
田
急
か
ら

借
り
て
開
墾
し
て
い
た
土
地

を
返
還
し
て
昭
和
24
年
（
１

９
４
９
）
に
東
林
間
駅
は
再

開
さ
れ
た
。（
昭
和
62
年
発
行

の
「
東
林
間
100
年
誌
」
よ
り
）

現
在
は
、
１
日
の
乗
降
客

が
２
１
、０
０
０
人
程
で
あ
る
。

東
林
地
域
の
交
通
の
便
と

し
て
は
、
昭
和
２
年
（
１
９

２
７
）
４
月
に
小
田
原
急
行

鉄
道
に
よ
り
、
新

宿
・
小
田
原
間
が
開

通
後
ま
も
な
く
昭
和

４
年
（
１
９
２
９
）

４
月
に
相
模
大
野
信

号
所
か
ら
片
瀬
江
の

島
間
が
開
通
し
て
、

東

林

間

都

市

駅

「
自
治
会
報
さ
が
み
は
ら
」
は
、

皆
様
の
会
報
で
す
。

自
治
会
・
地
域
で
の
様
々
な
活

動
・
話
題
な
ど
の
情
報
や
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局

（
０
４
２
・
７
５
３
・
３
４
１
９
）へ

坂
井
　
敏
克
　
　
神
　
　
利
秋 

宮
　
　
直
道
　
　
佐
藤
　
彰
夫 

小
渕
　
三
郎
　
　
福
田
　
愼
一 

原
　
　
　
稔
　
　
白
井
　
義
一 

小
島
　
勝
圓 

自
治
会
報  

さ
が
み
は
ら 

●
編
集
委
員 

ご
案
内
と
お
願
い

「
お
住
ま
い
は
」
と
聞
か
れ
て
「
小

山
2
丁
目
に
住
ん
で
い
ま
す
」
と
答

え
た
と
き
、
残
念
な
こ
と
に
「
町
田

市
で
す
か
」
と
再
度
聞
か
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
境
川
を
は
さ
ん
で
町

田
市
に
も
小
山
が
あ
り
ま
す
の
で
、

間
違
え
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
住
む

地
域
は
氷
川
神
社
社
殿
の
後
ろ
に
位

置
し
、
自
治
会
会
員
数
は
、
680
世
帯

と
活
動
し
や
す
い
会
員
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。

当
地
域
は
、
江
戸
時
代
に
開
拓
さ

れ
た
清
兵
衛
新
田
の
北
側
に
隣
接
し

て
お
り
、
戦
後
の
開
拓
に
よ
り
開
か

れ
た
地
域
で
す
。
今
で
こ
そ
大
変
住

み
良
い
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、
少
し

高
台
に
な
っ
て
い
る
関
係
で
、
開
拓

当
時
は
畑
や
家
畜
ば
か
り
で
な
く
、

人
が
飲
む
水
の

確
保
に
も
大
変

な
苦
労
を
し
た

そ
う
で
す
。

し
た
が
っ
て

宅
地
と
し
て
利

用
さ
れ
始
め
た

の
は
昭
和
40
年

代
以
降
の
こ
と

で
す
。
家
庭
の

中
心
で
あ
る
30

歳
代
以
上
の
人

は
、
ほ
と
ん
ど

が
他
地
域
か
ら

の
転
入
者
で
、

土
地
と
の
な
じ

み
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
自
治
会
活

動
へ
の
参
加
意
識
も
低
い
の
が
現
状

で
す
。

し
か
し
、
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と

な
く
、
身
近
な
親
し
み
の
あ
る
町
づ

く
り
を
し
よ
う
と
「
わ
が
ま
ち
小
山
」

を
合
言
葉
に
活
発
な
自
治
会
活
動
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
た
ち
は
「
わ
が
ま
ち

小
山
」
が
ふ
る
さ
と
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
「
ふ
る
さ
と
は
？
」

と
言
わ
れ
た
ら
胸
を
張
っ
て
誇
れ
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
、
公
民
館
主
催

行
事
、
夏
祭
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

子
ど
も
中
心
の
「
餅
つ
き
大
会
」、
高

齢
者
中
心
の
「
敬
老
の
つ
ど
い
」

等
々
、
参
加
者
が
手
を
使
い
、
額
に

汗
を
し
な
が
ら
、
手
間
は
か
か
っ
て

も
金
を
か
け
な
い
手
づ
く
り
の
温
か

い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
自

治
会
活
動
に
ま
い
進
し
て
い
ま
す
。

特
に
「
わ
が
ま
ち
小
山
」
の
活
動
拠

点
と
な
る
新
し
い
自
治
会
館
建
設
に

も
目
途
が
立
ち
、
忙
し
い
中
に
も
希

望
に
あ
ふ
れ
た
自
治
会
活
動
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
に
町
田

よ
り
も
名
の
売
れ
た
小
山
に
な
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
相
模
原
の
小
山
2

丁
目
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

東
第
3
自
治
会
は
西
門
商
店
街
か

ら
相
模
原
6
丁
目
全
域
で
す
。
昔
は

酪
農
の
家
も
あ
り
、
林
や
畑
、
草
地

昭和28年新築の東林間駅舎

昭和62年頃の東林間駅舎

も
あ
っ
て
、
国
道
16
号
を
走
る
車
が

よ
く
見
え
ま
し
た
。
今
は
住
宅
地
に

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
乱
立
し
、

昔
と
は
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

従
来
住
民
は
集
会
所
を
公
会
堂
と

呼
び
、
16
名
の
名
義
人
が
所
有
し
、

土
地
を
自
治
会
が
地
主
か
ら
借
用
し

て
い
ま
し
た
。

平
成
10
年
4
月
、
私
が
自
治
会
長

に
な
り
、
早
や
6
年
が
経
ち
ま
す
が
、

公
会
堂
に
入
っ
て
畳

の
上
に
大
き
な
ゴ
キ

ブ
リ
が
何
匹
も
出
て

く
る
の
に
出
会
い
ま

し
た
。
会
員
の
お
母

さ
ん
方
と
大
掃
除
を

繰
り
返
し
、
ゴ
キ
ブ

リ
は
出
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
戦
後
の
老

朽
化
し
た
建
物
は
雨

漏
り
が
し
、
屋
根
を

葺
き
替
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
見
積
を
取
り
、

協
議
を
重
ね
た
結

果
、
新
し
い
集
会
所

の
建
設
に
踏
み
切
り

ま
し
た
。

土
地
、
資
金
等

問
題
が
山
積
し
て
い
ま
し
た
が
、
地

主
に
半
分
の
土
地
を
返
還
し
、
半
分

は
無
償
で
東
町
連
合
自
治
会(

東
第

2
、
第
3)

に
戴
き
、
補
助
金
を
市
と

国
に
申
請
、
度
重
な
る
折
衝
の
末
、

資
金
の
目
途
も
立
ち
、
昨
年
10
月
着

工
、
鉄
骨
2
階
建
の
東
町
連
合
自
治

会
館
が
、
今
春
完
成
し
ま
す
。

今
は
、
子
孫
に
誇
れ
る
自
治
会
館

と
し
て
、
市
や
国
そ
し
て
、
長
年
協

力
と
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
た
先
人

達
や
地
域
の
関
係
者
に
、
敬
意
を
表

す
る
と
共
に
感
謝
の
気
持
で
一
杯
で

す
。阪

神
淡
路
大
震
災
後
、
9
年
目
と

な
り
記
憶
も
風
化
し
つ
つ
あ
る
が
、

東
海
地
震
、
南
関
東
地
震
等
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
、
相
模
原
は
地
盤
が
強

固
だ
か
ら
と
安
心
し
て
い
る
こ
と
は

出
来
そ
う
に
な
い
。

今
こ
そ
、
災
害
時
に
備
え
、
慌
て

ぬ
用
心
を
す
る
事
が
大
事
で
あ
る
。

本
自
治
会
で
は
、
4
年
程
前
、
近

自
治
会
館
建
設
と

感
謝
と
…

子
孫
に
誇
れ
る
地
域
住
民
の
拠
点

中
央
地
区

東
第
３
自
治
会
長

篠
　
　
　
武

南
台
４
丁
目
に
地
域
住
民
の

た
め
の
『
南
台
公
園
』
が

開
園
し
ま
し
た
！

相
模
台
地
区
　
自
治
会
法
人

鶴
ヶ
丘
自
治
会
長吉

田
　
保
彦

災
害
に
備
え
て

大
野
南
地
区
　
文
京
中
央
自
治
会
長

佐
々
木
敬
泰

夢
の
あ
る

「
ふ
る
さ
と
」
創
り
を

目
指
し
て

清
新
地
区
　
自
治
会
法
人

小
山
二
丁
目
自
治
会
長

佐
藤
　
彰
夫

隣
自
治
会
か
ら
も
単
独
の
自
治
会
で

は
人
数
が
少
な
す
ぎ
て
防
災
訓
練
を

実
施
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
共

同
で
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
を
申
し

込
ま
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
近
隣
5

自
治
会
で
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
中
心
に
勉
強
を
始
め
、
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
き
た
。

訓
練
を
実
践
す

る
中
で
、
避
難
所

の
収
容
可
能
人
員
、

救
護
所
の
部
屋
及

び
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

位
置
等
、
幾
つ
か

の
問
題
点
が
見
つ

か
り
、
同
じ
学
校

を
避
難
所
と
し
て

利
用
す
る
全
自
治

会
で
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
見
直
す
こ
と

の
必
要
性
を
痛
感

し
、
平
成
15
年
に

避
難
所
運
営
協
議

会
を
組
織
し
、
検

討
を
始
め
た
。

避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
各
避

難
所
の
実
態
に
合

っ
た
よ
う
に
作
り

直
し
、
準
備
す
る
の
も
取
り
越
し
苦

労
で
は
な
い
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
立
ち
上
が

っ
た
運
営
協
議
会
だ
が
、
そ
の
歩
み

は
遅
遅
と
し
て
お
ぼ
つ
か
な
い
が
、

同
じ
危
機
感
を
も
ち
共
に
研
究
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

①
防
災
時
の
一
時
避
難
場
所
や

地
域
の
交
流
の
場
と
な
る
よ

う
に
配
慮

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
図
り
車
椅

子
も
公
園
に
出

入
り
で
き
る
よ

う
配
慮

③
防
犯
面
を
考
慮

し
、
見
通
し
が

利
く
よ
う
な
植

栽
に
配
慮

④
災
害
時
の
簡
易

ト
イ
レ
用
マ
ン

ホ
ー
ル
２
基
を

設
置


